






























































































































保育者 Dと保育者 Oはリズムを響き合わせているので，保育者 Oが今までとは違うリズ
ムで話しかけても（①），保育者 Dはすぐさまそれと同じリズムでことばを返すことができる












子ども Uは保育者 D・子どもM・保育者 Oの共振に響くことで支えられ，自らの行動を積極











































Dは子ども Iを受け止め，更に子ども Iの動きをなぞり（④），子ども Iを焦点化して，リズム



















保育者 Oが，子ども Iと保育者 Dのリズムと動きに共振する（①）（②）。保育者 Oの共振
に気付いた子ども Iは，保育者 Oへと向かう（③）。保育者 Dは，子ども Iのリズムと動きを
なぞる（④）。二人の保育者が同じリズムと動きを行なう（⑤）。保育者 Oは，子ども Iへの
共振を繰り返す（⑥）。保育者 Dが，保育者Oに共振し，三人の共振が確かなものとなる（⑦）。














子ども Hが同じリズムと動きを行い（①），保育者 Oに向かってくる（②）。保育者 Oは，
子ども Hと同じリズムで彼に向かい受け止める（②）。子ども Iは同じリズムと動きを続け，
保育者 Dに向かってくる（③）。保育者 Dは，子ども Iと同じリズムで彼女に向かい受け止め
る（④）。



























も Iの活動意欲を支え，活動を継続させている。保育者 Dは子ども Iの「ここ」にいて，共通
の心理的基盤を構築し，子ども Iの求める活動の継続を保証し，子ども Iの求めるものを満た
していると言える。
保育者 Oは，子ども Iと保育者 Dのリズムと動きに共振する。保育者 Oの共振によって子
ども Iは二人の保育者によって支えられる。このような共振が行われると，一人の保育者がそ
の共振から離れても，もう一人の保育者との共振が続くかぎり，子どもは支えられ，活動を続
けていくことが可能となる。保育者 Oは，子ども Iと保育者 Dの「ここ」に参加し，共通の
心理的基盤をより強固にし，子ども Iの求める活動の継続をさらに保証し，子ども Iの求める
ものを満たしていると言える。
Ⅳ　考察
本稿では，子どもと保育者の相互作用を捉え，保育者の暗黙知である身体知を記述して，そ
の特質を分析することから，現代の保育者の専門性の現われを見出したいと考えた。またここ
では複数対複数のかかわりを取り上げて，検討をおこなった。
その結果，共振（響き合い）という身体行為が，現代の子どもの心理的基盤の構築を可能と
し，彼らの求めを満たしうる保育行為であること，更にその共振（響き合い）にもう一人の保
育者が響き，共振（響き合い）を広げることを通して，子どもの心理的基盤をより広く強固に
しうることが明らかになったと考える。では，この行為の中に，どのような専門性を見出すこ
とができるのだろうか。
草　信　和　世
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「からだのリズムと動きで共振する（響き合う）」という行為は，子どものからだのリズムと
動きに保育者が入り，そのリズムと動きを自らに表すことで，子どもとの共振（響き合い）を
呼び起こし，その後は，リズムと動きを同期させ続けることを通して，子どもを支えより豊か
なかかわりを生み出す行為である。子どもは，保育者とからだのリズムと動きの共振（響き合
い）の継続を通して，心の安定と，人とのかかわりの豊かな彩りの経験を得ていると思われる。
ここには，子どもにからだのリズムと動きで共振する（響き合う）ことを通して，子どもの心
理的基盤を構築するという専門性が現われている。さらに，もう一人の保育者がこの共振（響
き合い）に響くことで，子どもの心理的基盤をより広く強固に構築するという専門性が現われ
ている。この専門性は，保育者の連携という側面からも読み解くことができ，集団を基本とす
る保育の特性から現われる専門性であると考えられる。
Ⅴ　結論
現代の保育者の専門性として，「からだのリズムと動きで共振する（響き合う）」という身体
知の特質が取り出された。これらの特質を発揮する保育行為は，現代の子どもの保育ニーズを
満たし，家庭の養育を下支えするという意味で，現代の保護者を助けうる現代の保育者の専門
性の現われであると考えられる。
また，保育者同士が互いに共振する（響き合う）ことを通して，保育者自身が心理的な支え
を得ることができているのではないかと思われる。
本稿において，複数対複数の関係でかかわっている場面を検討し，現代の保育者の専門性の
現われを見出すことが出来た。更にその特質について検討し，その内容を明らかにして，現代
の子どもを育て保護者を援助しうる，現代にふさわしい保育者養成への知見を得ていきたいと
思う。合わせて，保育者自身を支えるものに目を配り，保育者が心身の健康を保持できる知見
も得たいと思う。
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